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ブロイラー産肉能力に関する試験［第 27報］ 

銘柄別比較試験 

 

富久 章子・白田 英樹・笠原  猛・澤  則之 
  

要   約 

 ブロイラーの改良とブロイラー農家経営の指針を得るため，県内で飼育されている主要 2銘柄につい

て平成 13年 10月 2日から 11月 27日までの 56日間，雌雄別飼で産肉能力試験を実施した。 

 8 週齢までの育成率は，雄：98.0％～100％，雌：98.0％～100％，雌雄平均で 98.0％～100％の範囲で

あった。8週齢時の体重は，雄：3,782～3,865g，雌：3,100～3,209gであった。 

 飼料摂取量は，雄：6,999.9～7,044.7g，雌：5,920.4～6,465.3g，飼料要求率は，雄：1.83～1.90，雌：

1.93～2.04で平均 1.92となった。 

 7週齢時の正肉歩留は，雄平均 43.8％，雌平均 44.1％，腹腔内脂肪率は，雄平均 2.3％，雌平均 3.2％

であった。プロダクションスコアは，雄：373.2～397.5，雌：298.2～309.2の範囲であった。 

 8週齢時の正肉歩留は，雄：43.3～44.5％，雌：43.7～46.1％，腹腔内脂肪率は，雄：2.2～3.0％，雌：

3.1～3.7％，プロダクションスコアは，雄：354.9～373.5，雌：278.9～290.3の範囲であった。 

目   的 

 ブロイラーの改良と養鶏農家への素びな購入の指針を得るため，当場では過去 20 数年間にわたり毎

年ブロイラーの主要銘柄について産肉能力試験を実施している 1)。今回は県内 2業者の市販 2銘柄を使

いその発育性，飼料摂取量，飼料要求率並びにと体成績を検討した。 

材料及び方法 

(1) 試験期間 

 平成 13年 10月 2日～13年 11月 27日（56日間） 

(2) 試験区分 

 県内で市販されている 2銘柄について，1銘柄雄 50羽，雌 50羽を使用した。供用した銘柄及び試

験区分は表 1のとおりである。 
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表 1 試験区分 

 
 

(3) 供試飼料 

 飼料は市販飼料を使用し，各期別の成分は表 2のとおりである。 

表 2 供試飼料 

 

 

(4) 飼養管理 

 試験鶏舎は，平飼開放鶏舎で一室 4.32m2 を使用し，雄，雌別飼いとし，各銘柄別に各室に各々50

羽を収容，育雛，育成とも同一場所で飼育した。3.3m2当り収容密度は，38羽とした。 

 温度管理は当場の慣行に従った。即ち，育雛器はパンケーキ型ガスブルーダーとガス温風ヒーター

を併用使用し，パンケーキ型ガスブルーダーは餌付 2週間で撤去し，以降ガス温風ヒーターにより出

荷まで慣行給温した。 

 飼料は市販ブロイラー用飼料を使用し，0～21日齢まで前期用，22～49日齢まで後期用，50～56日

齢までは休薬用を給与し，その切換は一斉切換とした。 

 飲水はニップル給水器による不断給水とした。 

(5) 衛生管理 

 ニューカッスル病予防ワクチンは，14日齢，28日齢時に飲水で行った。IBワクチンは初生点眼，

鶏痘ワクチンは初生翼膜穿刺，マレックワクチンは初生頚部皮下注射，ILTワクチンは 21日齢に点眼

で行った。IBDワクチンは，17日齢に飲水で行った。 

 その他薬剤投与は当場の慣行に従った。 

(6) 調査項目 

① 育成率 
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② 増体量及び平均体重 

③ 飼料摂取量 

④ 飼料要求率 

⑤ 鶏舎環境 

⑥ と体成績 

結果及び考察 

(1) 育 成 率 

 育成率は，表 3のとおりである。 

 全区平均の育成率は 99.3％で，雄平均 99.0％，雌平均 99.5％であった。 

表 3 育 成 率 

 

 

(2) 発育体重 

 発育体重は，表 4のとおりである。 

 8週齢時の全銘柄平均体重は，雄では 3,827g，雌では 3,155g，雌雄平均 3,491gであった。雄では 3,782

～3,865g，雌では 3,100～3,209gの範囲であった。 



－4－ 

表 4 銘柄別発育体重 

 

 

(3) 飼料摂取量 

 飼料摂取量は表 5，表 6のとおりである。 

 8週齢時までの 1羽当たりの全銘柄平均飼料摂取量は，雄では 7,040.2g，雌では 6,147.5g，雌雄平均

6,593.8gであった。 

 銘柄間では雌雄平均で見ると 6,470.9～6,788.3gの範囲であった。 
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表 5 飼 料 摂 取 量 

 
表 6 種類別飼料摂取量 
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表 7 飼料要求率 

 
 

(4) 飼料要求率 

 飼料要求率は表 7のとおりである。 

 8週齢時の全銘柄平均飼料要求率は，雄では 1.86，雌では 1.98，雌雄平均 1.92であった。 

 銘柄間では雄 1.83～1.90，雌 1.93～2.04の範囲であった。継続で実施しているこの試験で，飼料要

求率は第 25報以降，2.00以下で推移している。雌雄平均は，全ての区で 2.00以下であり，特に 4区

の要求率が 1.88と優れていた。 

(5) 鶏舎環境 

 鶏舎環境は図 1のとおりである。 



－7－ 

 

図 1 鶏舎環境 

 

(6) と体解体成績 

 と体調査は，7週齢時と 8週齢時に行い，各区の平均体重に近いものを雄，雌各 3羽ずつを抽出し，

計 12区 36羽について，食鳥取引規格にもとづいて実施した。なお，7週齢時のと体調査は，3・4区

と同じ条件の他の部屋から抽出した。 

 と体解体成績は，表 8－1・2のとおりである。 

 7週齢における正肉歩留は，雄では 43.0と 44.6％，雌では 43.5と 44.7％，全区雌雄平均 44.0％であ

った。腹腔内脂肪は，雄では 2.4と 2.1％，雌では 3.7と 2.7％，全区雌雄平均 2.8％であった。 

 8週齢における正肉歩留は，雄では 43.3～44.5％，雌では 43.7～46.1％，全銘柄雌雄平均 44.2％であ

った。腹腔内脂肪は，雄では 2.2～3.0％，雌では 3.1～3.7％，全銘柄雌雄平均 3.1％であった。 

(7) 経 済 性 

 経済性については，7・8週齢時の出荷について調査し，表 9－1・2に示した。 

 7週齢時の飼料費は，0～21日齢までを前期用，22～42日齢までを後期用，43～49日齢までを休薬

用の飼料を給与することとして算出した。 

 7週齢時出荷における収支試算を行ったところ，収入は雄では 491.1～505.3円，雌では 406.8～423.2

円，各銘柄雌雄平均で 453.1～464.2円の範囲であった。 

 支出は，雄では 349.4～360.2円，雌では 314.1～336.0円，各銘柄雌雄平均で 331.7～348.1円の範囲

であった。 

 ブロイラー1羽当たりの収益は，雄では 139.9～150.5円，雌では 87.1～92.7円，各銘柄雌雄平均で

114.6～121.5円の範囲であった。 

 プロダクションスコアは，雄では 373.2～397.5，雌では 298.2～309.2，各銘柄雌雄平均で 335.7～351.7

の範囲であった。 

 8週齢時出荷における収支試算の結果，収入は雄では 567.3～579.8円，雌では 465.0～481.4円，各

銘柄雄雌平均で 522.1～524.7円の範囲であった。 
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表 8－1 と体成績（7週齢時） 
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表 8－2 と体成績（8週齢時） 

 

表 9－1 収 支 試 算 表（7週齢出荷） 
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表 9－2 収 支 試 算 表（8週齢出荷） 

 

 

 支出は，雄では 407.7～413.9円，雌では 364.0～387.0円，各銘柄雌雄平均で 385.8～400.4円の範囲

であった。 

 ブロイラー1羽当たりの収益は，雄では 153.5～172.2円，雌では 94.3～105.5円，各銘柄雌雄平均で

123.9～138.8円の範囲であった。 

 プロダクションスコアは，雄では 354.9～373.5，雌では 278.9～290.3，各銘柄雄雌平均で 317.6～329.7

の範囲であった。 

 7週齢時出荷と 8週齢時出荷の収支試算結果を比較すると，収入・支出は，ともに 8週齢時出荷の

方が多かった。1羽当たりの収益は 8週齢時出荷の方が多かったが，kg当たりの収益とプロダクショ

ンスコアは 7週齢時出荷の方が多かった。 

 ブロイラーの能力は毎年向上しており，継続調査を実施すると共に，ブロイラーの能力にみあった

飼養管理技術の改善を図る必要がある。 
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